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平成29年度戸田市水道事業会計及び下水道事業会計決算審査意見

第1 審査の概要

1 審査の対象

平成29隼度 戸田市水道事業会計決算

平成29年度 戸田市下水道事業会計決算

2 審査の期間

平成30年7月5日から同年8月21日まで

3 審査の方法

決算審査に当たっては、審査に付された決算書及び附属書類が、地方公営

企業法及び関係法令に準拠して作成されているか、また、事業の経営成績及

び財政状態を適正に表示しているかを検証するため、関係部署から説明を聴

取するとともに、会計帳票、証拠書類との照合等、通常実施すべき審査手続

を実施し、事業の収益性、健全性については、計数分析により審査した。

第2 審査の結果

審査に付された決算書及び附属書類は、関係法令に準拠して作成されてお

り、その計数は、経営成績及び財政状態を適正に表示しているものと認めら

れた。

事業別の経営成績及び財政状態並びに審査意見については、以下に述べるとお

りである。
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〈戸田市水道事業会計〉

1 経営成績について

当隼度の水道事業収益は2,434,912,820円、水道事業費用は2,231,755,603円で、

当年度純利益は203,157,217円となっている,,

これを前年度と比較すると、事業収益は27,114,128円増加し、事業費用は

1,827,007円増加している,?、ぞの結果、当午度純利益は25,287,121円の増加と7くっ

た。事業収益においては、給水収益で37,487,1ioi-!増加し,、その他営業収益では

4,685,885円減少しでいろ,、

本市の平成27隼度から・日戊29年度までの3年間の経営成績は「別表1 比較

損益計算書」のとおりである,,、.

事業の収益性を示す経営比率は、下表のとおりである.。,

比 率 名

経営資本営業利益率(%)

経営資本回転率(%)

営業収益営業利益率(%)

-

算

4廿場×100
経営資本

営業収益 ×100
経営資本

営業利益 ×100
営業収益

- -
一

式 1平成29隼度1平成28年度1平成27年、度

1、11

12.06

-

9.I9 8.60 12.38

- - ーー-

11.76

1.01

12.05

1.49

経営資本営業利益率は、経営資本がどれ、だけの営業利益を生むかという水道事業

の収益性を総合的に表示するもので、経営資本回転率と営業収益営業利益率に分解

することができる。

当年度において経営資本営業利益率が増力1ルた要因は、経営資本が前年度より

203,723,597円減少した中で、営業利益が増加したこどにあるといえる。営業利益

は、営業収益から営業費用を差し引いたもので、営業費用が対前年度比0,8%、

16,065,761円の増に対し、給水収益等の営業収益が対前年度比1,4%、32,801,225

円の増となっている。

なお、経営資本回転率は、率が高いほど効率の良い経営が行われていることを示

すものであることから、水道事業の施設投資の大きさを考慮すると、こちらは留意

が必要である。
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(1)施設の利用状況

当年度の施設の利用状況は、配水量16,286,720 m"1有収水量15,235,918信、前年

度に比べて配水量で0,0%増加、有収水量で1.6%増加している。なお、有収率は93.5%

で、前隼度に比べて1.4ポイントヒがっている,,

また、配水能力は63,800m'/日で、1日平均配水量44,621渭、1日最大配水量48,160

渭となっている。施設利用率C0('?1:?'J!7k.-..ar X 100 )は69、9%、前年度と比較して、0.0
配水能力

ポイント上がっている。

施設利用率とあわせて、施設の利用状況を判断する指標には最大稼動率(最′ゞ114ゝ1
配水能力

xioo)、施設の使用効率を判断ずる指標には負荷率( 犬1岬リ牛竺X 100 )がある。,
最大配水量

当年度の最大稼動率は75.5%、負荷率は92,7%で、前年度に比べて最大稼働率で

0.0ボイン1・下がり、負荷率で0.1ポイント七がっている。

(2)人件費と労働生産性

水道事業の人件費(損益勘定支弁職員13人)は、平成27年度117,814,619円、

平成28年度113,204,064円、平成29年度108,025,286円となっており、その総費

用に占める割合は、平成27年度5.3%、平成28年度5.1%、平成29年度4.8%

で推移していろ。また、その給水収益に対する割合は、平,成27年度5,8%、平成

28年度5.6%、平成29年度5.3%となっていろ。

水道事業の労働生産性等を示ず指標は、下表のとおりである。

損益勘定支弁職員]一人当たりの有収水量等

l
職員[1人当たりの基本給等

-- --一

--3--

区 分

有収水量(ml

平成29年度

1171994

平成28年度 平成27年度

1,153,148

177 020

10599

1 064 859
) ク

・ 営業収益(千円) 179543 170446
》

9698
!

給水人口(人) 10689

区 分 平成29午度 平成28年度 平成27午度

全

職

貝

基 本 給(円) 313 042

188575

311 339 319869
)

手 当(円) 190521

44

188507
》

平均年齢(歳) 44 45



--

平均給与、労働生産性及び労働分配率
-

労働を投入量として産出量との比率を算出した労働生産性は、数値が高い方が望

ましいとされている。また、労働分配率は、営業収益のうち労働の対価として配分

された給与費の割合を示す指標で、比率が高いと給与費負担が高いことを意味(一て

いる。企業経営とL-てみた場合、給写費は労働生産性の向一ヒによ一)て賄われるべき

である。なお、労働分西己率は下がっており、良好な状態を保っている。

(3)受水費

当年度の取水量は16,286,762醒で、水源別では、表流水(県水)12,794,222rif1井

水3,492,540濱であり、その占める割合は表流水78.6%、井水21.4%となっている。

取水量は、前手度と比較して7,237濱増加している,,,、

受水費は、当年度790,427,036田で、前年度と比較して1,817,504円増加している。

また、総費用に占める割合は35,4%で、前手度に比尺て0.0ポイント上がっていろ。

(4)支払利息

当年度の支払利息は111,719,219円で、前年度と比較して12,641,270円減少;て

いる。その総費用に占める割合は5.O%で、前年度に比べて0.6ポイント下がってい

る。また、給水収益に対する割合は、当年度5.4%で、前年度に比べて0.8ポイン1・

下がっている。

----4--

区 分 算 式

給Iテ費

損益勘定支弁職員数

営業収益

損益勘定支弁職員数

給与費 Xl(10
営業収益

平成29午度 平成28年度 平成27手度

6,0796 117 6 140

177020

平均給与(千円)

労働生産性(f円)

労働分配率(%)

179 543

3.41 3.47



2 財政状態について

本市の平成27隼度から平成29年度までの3隼間の財政状態は「別表2 比較

貸借対照表」のとおりである。

゛当年度末の総資産は19,313,299,775円で、前年度と比較L7て95,956,494円減少し

ている。これは、固定資産が186,762,992円増加したものの、流動資産が282,719,.186

円減少したことによるものである,,

負債は6,933,060,326円、前年度と比較して304,840,041円減少している。これは、

流動負債が58,333,330円増加したも(ノ)の、固定負債が305,213,228円減少、繰延収

益が57,960,143円減少したことによるものである。なお、企業債は平成18年度以

来11年ぶりに借り入れをしたものの、292,078,549円減少している。

資本は12,380,239,449円、前隼度と比較して208,883,547円増加している。これ,

は、資本金が271,621,467円増加し、剰余金が62,7:37,920円減少したことによるも

のである。

資本的収支につい、ては、収入152,867,330円、支出1,312,820,291円で、差引き

1,159,952,961円の不足とな一)ていろ、,この不足額は、損益勘定留保資金や減債積 ・

立金などで補てんされている。、最近3か年の資本的収支は、下表のとおりである。

1

ー

資本的収支の状況

分

-- -

平成29年度 耳勺)父28年度 1
152,867,330 16,144,780

資本的支出

1

1,312,820,291
-

904,808,647
ー- --ー

※平成29年度の資本的収人の不足額は、当年度分損益勘定留保資金667,793,706円、減債積立

金331,075,354円、建設改良積立金100,0 0 0,000円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額61,083,901円で補てんされた,。

区

資本的収入

(単位:円)

平成27年度

1

35,124,350

次に、当年度におけるキャッシュ・フローの状況は、「別表3-1のとおりである。

キャッシュ・フロー計算書とは、ー?一牛度の会計期間において資金の増減の流れを

見るための一覧表で、「業務活動1 「投資活動」 「財務活動」という3つの資金活

動に分類して、それぞれの活動における資金調達の源泉や資金の使途を明確にする

ことにより、企業の資金獲得能力や支払能力を見るためのものである。
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水道事業の財政状態の良否を示す財務比率を算出ずると、下表のとおりである。

流動比率は、1年以内に返済期限が到来ずる債務に対する支払い能力を示す指標

である。財務の長期健全性を示す自己資本構成比率については、ほぼ横ばいで推移

している。また、固定資産対長期資本比率は、固定資産が長期の安定した資本によっ

て賄われているかどうかをみろ指標であり、これが100%を超えることは、固定資

産の一部が一時借入金等の流動負債によって調達されていることを意味する。本市

の場合、前隼度においては率が低下したが、当隼度については上昇してきているこ

とから、今後の動向に注意が必要である。

3 建設改良事業について

建設改良事業には、前年度より339,066,868円増となろ900,741,742円が投じられ

た。これは、戸田市水道ビジョンの計画に基づき実施されたもので、配水管布設工

事等が実施され、管網未整備道路の整備及び耐震性の強化が図られた。また、浄水

施設工事では、西部浄水場防災倉庫・電気棟更新工事、西部浄水場電気設備更新及

び中央監視装置改良工事が平成30年度までの継続費工事として実施されたほか、

7号井戸・8号井戸にかがる敗水ボンプ及び現場盤更新工事等が実施された。

6ー

比 率 名 平成29年度

,l54,73

平成28年度

流 動 比 率(%) 206.31

74367

95,89

自己資本構成比率(%) 75.83

固定資産対長期資本比率(%) 97.69



4 むすび

平成29年度の水道事業については、前隼度に比べて年間有収水量及び給水収益

共に微増となった結果、営業収益は微増となった。,

事業の経営指標では、有収率は93.5%で、前年.度と比較してl.4ポイント上がっ

ており、いまだ高い水準を維持していろ一,今後L8老朽化した配水管の布設替え

を計画的に行うとともに、漏水等を最小限に抑えられるよう、無効水量発生防止

に努められたい。

今後の水道事業を展望するど、給水人l」は増如するものの、大口需要者の使用

量が減少しているため、水需要の火きな伸びは期待できないと考えられる1一方、

配水管の布設替えや浄水施設の整備及び耐震化にともなう多額の資金が必要とな

る。財政的な裏づけのもとで、計画的に事業の進捗管理を行ってもらいたい。

総じて、水道事業においでは、公営企業とし,て経営の効率化と収益の確保を常に

念頭におき、今後も健全な経営基盤の強化と良質な水の安定的な供給のため、引き

続き努力されるこどを望むちので々)る。
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1

区 分

科目

i「J艷29{!度 平成28年度 平成27年度

I 金額金 額

構

成

比

対Fli'l年

度比

資

産

(ハ

部

固 電 資 産 18,104,023.62(' 9}.7 ]Ol,(] 186,76:2,91)2 17,917,260,(i34 92,3 18,618,471,565

自形め1定資産 17,2!i3176),72(1 89,;3 10075

D)

86,62:2,79; 17,I i7,1.38,934 88,4 17,368,349,86;]:

〔 l48,128.634 0.8 148,128,6:34 0、8

1,5

土地 148,128,63-1 0、8

建物 248,303,294 13 88,4 L:32,502,707 280,806,001 1.4 291,521,869

溝築物 .15,27.1,120,097 79,1

5.3

98,4 !:2s24(i,461,90( 1:'.i,517,581,997 79.9 15,638,3]0,3:?.!: 79,3

リ5.1) こ48.lO7,49o1 1,170,292,184 6.0 1i244,504i811 6.:3機械及び装置 1,122,184,690

( 897,733 0.0 8977:33 0.0

0.0

0.2

0.0

車両運搬具 897,733 0,0 100

工具器具

及び備品
2,067,983 0,0 115.2 273,14( 1,794,843 0.0 1,816,203

建設仮勘定 46i,osg,295 2.4 !)6't.8 413,421,75:ヨ 47,637,542 0.2 4:3,170,28 i

無形固定資産 261,900 040 215.2 1.10,20C 121,70[1 0.0 121,7o0

電話加人権 121,700 0,0 100 C 121170(1 0,0 l2l,700 0,0

6.;3

6、3

5,6

3.8

商標権 140,200 0.0 皆増

「13.3

ト11J,20(]

i0000000(i 750,000,000 3.9 1,250,000,000投資 850,000,000 ll.-1

人L1定期預金 850,000,00(i 4.4 113,3 100,00(1,000 750,000,000 3,9 1,250,000,000

流 動 資 産 1,209,276,149 6,:3 81.l △282,719,48b 1,49'l,995,635 l,l 1,lO'2127h,404

現金預金 884,934,248 4.6 7i5.2 △292,600,932

12,224,846

1,177,535J80 6,1 755,816,869

302,233,100 1.6 334,964,410未収彪 314,457,946 1.6 104.0 1.7

貯蔵品 9,883,955 0.1 99.4 △63,400 9,947,355 0.1 11,494,125 0,1

その池流動資産 皆減 △2,280,000 2,280,000 0.0

資産介計 19,313,299,775 1(10 99.5 △95,956,194 19,409,256,269 100 19,720,746,969 100
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平成28甲度

金 額 I1 余額

構

成

比

金 額

溝
→二
,ワX:

比

負

債

Q,j

部

固 定 負 債 3,887,3M,til4 20,1

1!i.2

}42.7 4,lIJi.'.527,f'i4'.. 21,6 4,ti04.iiOti,:{91 ::4.:{

企業債 :i702,hl7,ki{4

1ド4,'i:47,000

:1二,4. .1二 :べ()5 ,二こ 「【 ,ン{ :こ8

(,]

0

53,:村{,3:10

lくLく4、679

,15,:(.%l.5!)!1

ニ口}:60(10

-l,0117,730、842 20.6 4,41!l,SO9,:!)1 2244

引当余 1,( i1)11 184,7}書7,0叩 l,(1 13」,7i17,110i: 0.1j

退職給(寸引当金 1番4,797,000 l.0 I00 ISI,7!17,(11)0 1.0 lδ・1,7!.t7,i)(1(] 0、9

流 動 負 債 7Hl.Ti2'i,l)15 4.0 I(IH,l

1Ⅰ〕よ2

72:4,111:3,685 :3.7 727,0ト〔}.Sl'1 :3,l

企業債 425,2Eう,2こ8 2、二2

1、8

412[)'i8,:)49

29:2,004,;く62

L.エ 399.437,275 2.0

未払金 3;3と≦23:38,961 l155

99.I

91,「1

l.5 :づ0り,1こ62,080 l,6

引当金 1..a'.,687.(XXi (叫 lム300,00(} O.l l3、[シ7,000 0.l

賞与引゛憑j偕 12.587,OOC 01 ニ. l 13,000 1:]iSハ0,000 0.1 1:11:'l;′JiO(i (川

ぞの也流動負債

繰 延 収 益

5,287,826 0、(1 91』.6 一,22,948 5,310,774 0,(. 5,2・14,454 00

:!,2ti4,21β,697 H,7 97,5

り1゛.y1

0:1

り7,(i

乙5:′29('illl3

ニ ヘ7.!.1(if〕,ト1.3

,1]7ど.'.!'i!1,lOl'.

ど』1),()二;7 .54 1

、二5〇二,5(}1)

二:7,,【〕1上1ti7

2、322178,3・1(: 12.C 2,:398,667二・′;[39 12,ニ

2,3244),178.):・10 12.(: ご.398.6ti'i,739 12、2長期前受金 2,26・1,2lS.ii97

2;Ii,!]ll'.l.78:.'1

1;,′

1,・1

10,2

23・.l.2S:i,S85 l.5 29259:二.068 1,;i受贈財産評価額

2,0Ⅱi,7111,!l65 lO.4 2、034,;う;うH.I!11 10,61事負世jビ 1,9(》7,h!)2.lll'1

41,174,リシ〕0 O.l 21,71号7,430 0,l国車補助金 ::ll,til..二 ,4 1 1 0 0.l 9:'.3

!1,511!,l!)l(,;0i1Fi 4!1.1.: リ,3113.(1(Ill,t'i07 4?..二

資

本

の

部

資 本 金 9,7sz,11 1.1)82 51),5 1(几:,}ノ

11i::.!1 2711;:..'!.467 !4.:'ilO,4!i:I,5L5 49,0 9.:}03,0044607 J47.2自己資本金 1,),732,11・1,9ト2 ;50,(i

剰余金 2,5!)S,i::・1,4(;7 l;号、5 5J76 土じ:.7:}-,rlシj0 j.t%i!),St己,3べ7 l:1,7 2、687,:187,419 l:冫,6

資本剰余金 :i1i1'.i.l)!IO,.'i23 2.9 1(!l,0 1,7-:(】,1[S0

5,7::6,330

0

5bl〕i:n,}i:う,11!l:1 2.5j 5576270,21:4 2.ト

560,l63、り93 2.9 55-/,070,21:l. 2.R工事負担金 565,890,:32:号 21) Rll.0

200,000 0.0 20〔].000 0,O工事寄附金 201),000 0.O 100

})647 △t}8,・l(i4...!51) 2.100,4!)H,:49.1 10,8 2,130.ll7.20+i 10,8利益剰余金 ゛ 2,0:32,(1:{4,144 10、5

減債積立金 :刊剤,924,646 l,9 {i!i.+{ 乙L59.・153,887 528、:号78,533 2.7 5!)2,5l1,01)2 3、O

建設改良積立金 1,000.DCI0,000 5,2 90,9 ごユ iiiO,000.00(i 1.l01),Oi)(1.1〕00 5.1 1.(100,000,000

当年度未処分利益
剰余金

(i6:F,10!),4!18 :く」 口0、5 11.)(11)8!』.6:仔 472,119,86圭 2.4 537,606,li4 2.7

負債・資本合計 19,:う1:4,21)9,775 100 99.5 △1)5,956,・194 19.40!),25ti,21i!1 100 ]!1,720,746,!i6!1 100
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平成29年度 対前年度差引額

1 業務活動によるキャッシ.ユ・プロー

当隼度純利益

減価償却費

固定資産除却損

利息及び配当金の受取額

支払利息

未収金の増減額

未払金の増減額

その他流動負債の増減額

貯蔵品の増減額

前払金の増減額

貸倒引当金の増減額

20:3,157,217

675,,347,:3:35

82,:382,21・1

△477028

111,719,219

△10,690,268

45,3:34,599

△22,9・18

6:3・100

2,280.000

△1,534,578

Zl\1王3000

△89,935,843

25287121

414,695

25627031

976,600

△12641270

△4p,647,o96

61,592,317

△89,268

ゑ1 483370

4,560,000

△309060

22!1000賞与引当金の増減額

長期前受金戻入額 4187581

: 小計

利息及び配当金の受取額

支払利息
1 ,一一.一一。,。一。一。.。。。.。-一、。.,.一..一一エ.一.。。。,一,,一-,-.-..。一..

1,017,510,:319 6:3,699,281

!177028

△1「i,719,219

△976600

12,641,270

業務活動によるキャッシュ・フ口一

2 投資活動によるキャッシュ・プロー

有形固定資産の取得による支出

無形固定資産の取得による支出

他会計負担金・工事負担金による収人

大[1定期預金の満期償還による収入
1 ゛

大口定期預金の預入れによる支出

906,268,128

△8:39,517,641.

△140,200

:32,867,3:30

△100,000,000

75363951

△313,624,274

皆増

16,722,550

皆減

皆増

△897041924

500,000,000

△9748587投資活動によるキャッシュ・フ口一 △906790511

3財務活動によるキャッシュ・フロー・

企業債による収入 120,000,000 皆増

企業債の償還による支出 △412,078,549 △12,641,270 △399,437,279

財務活動によるキャッシュ・フロー △292,078,549 107,358,730 △399,437,279

4資金増加額(又は減少額) △292600932 △714,319,243 421,718,:3「1

5資金期首残高 1177535180 421,718,311 755,816,869

6゛資金期末残高 884,934,248 △292,600,932 1,177,535,18σ
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〈戸田市下水道事業会計〉

1
1 経営成績について

当年度の下水道事業収益ば2,579、855,518円、下水道事業費用は2,469,492,781

円で、当年度純利益は110,;362,737円どな・′)ていろ,.

これを前年度と比較ずろと、事業収益は105,764,213円増加し、事業費用は

80,013,140円増加し,ていろ,,その結果、当年度純利益は25,751,073円の増加となっ

↑二。、、

本巾の平成27年度から平成29年度までの3年間の経営成績は1"zIj表1 比較

損益計算書」のとおりである,、

事業の収益性を示ず経営比率は、「J表のどおりである,,

経営資本営業利益率は、経営資本がどれだけの営業利益を生むかという下水道事

業の収益性を総合的に表示するもので、経営資本回転率と営業収益営業利益率に分

解することができる。

当年度において経営資本営業利謡率が増加した要因は、経営資本が前年度より

363,391,965円減少した中で、営業利益(よ増加したこと;こあるといえろ。営業利益

は、営業収益から営業費用を差1,引いたもので、営業費用が対前年度比0.2%、

4,004,316円の増に対し、下水道使用料等の営業収益が対前年度比7,8%、

150,629,117円の増となっている。

なお、,経営資本回転率は、率が高いほど効率の良い経営が行われていることを示

すものであることから、下水道事業の施設投資の大きさを考慮すると、こちらは留

意が必要である。

--15-

比 率 名

経営資本営業利益率(%)

算式

営業利益 。100
経営資本

!業収益 、10。
経営資本

平成28年度 平成27年度

zA1o叶Ⅲ1
8.37 8.439.17

△4.31

経営資本回転率(%)

営業収益営業利益率(%)

8.43

営業利益 ×10。
営業収益

△12.24 △16.10



(1)利用状況

当午度の年度末処理区域人11は12・1,870人で、前年度に比尺て1,730人の増加、年

度末水洗化戸数は57,384戸で、i↑1年度に比べて1,446戸の増加となっている,,

よた、年間の排水量は19,811,7・1211f1有収水量は15,014,248 m'で、前年度に比べ

て排水量は5.4%増加、有収水量は2.4%増加I7ていろ,1

(2)人件費と労働生産性

ド水道事業の人件費(損益勘定支弁職員8人)は、]lζ成27手度は59,241,827円、

平成28年度は61,624,698円、平成29年度は59、551,219円となっており、その総

費用に占める割合は、平成27年度2.2%、平成28イト度2.6%、平成29年度244%

となっている。また、その使用料収入に対する割合は、平成27年度5.9%、平成

28隼度6.1%、平成29年度4.60,名となっていろ,.,

T一水道事業の労働生産性等を示す指標は、「表のとおりである。,

損益勘定支弁職員」人当たりの有収水量等

ー

平成27年,71
2,070,446

282 0l16

17,070 1
ーー

職員1人当たりの、基本給等
-

平均給与、労働生産性及び労働分配率
--

1 区 1
-

算 式

一

「肩=]]匹▼ζ」]讐ζ醒=t玉[「i成27《晶百

平均給与(千円)
給tj一費

損益勘宗支弁職員数

労働生産性(千円)
営業収益

損益勘疋支弁職員数

労働分配率(%)
給,r'=i.費 x 100

営業収益
-

分

6,5415,800 6,055

241,276 282,0/16260,105

2。32

-

2,23 2.51

-

??-16-

区 分

有収水量(「d)

営業収益(干円)

平成29手度

1,876,781

260,105

15493

平成28手度

1832320

241276

15216水洗化人「](人)

区 分 平成29手度

293362
〉

187556

平成28手度

282967 295344

217322

全

職

日

216 570手 当(円)

平均年齢(歳) 44 43



労働を投入量として産出量との比率を算出し,た労働生産性は、数値が高い方が望

ましいとされている。また、労働分配率ぱ、営業収益のうち労働の対価として配分

された給与費の割合を示す指標で、比率が高い、と給与,費負担が高いことを意味[,て

いる。企業経営とレ(みた場合、給与費は労働生産性の向上によっで賄われるべき

であり、営業収益の上昇以上に給与費が」二がる二とは好ましくない。

(3)一般会計からの繰入金

当年度の他会計負担金ぱ772,936,000{J-!であり、これは営業収益全体の37.1%と

なっている。

平成29年4月の下水道使用料改定(平均改定率30%)により、前年度

170,230,000円計上されていた他会計補助金は○円となった。

(4)支払利息

当年度の支払利,!l1は175,908,583円で、前半度と比較して17,480,001円減少して

いる。その総費用に占めろ割合は7.1%で、前年度に比べて1,Oポイントドかってい

ろ。また、使用料収入に対す゛る割合は、当手度13.5%で前年度に比べで5,5ポイン

ト下がっていろ。。

2 財政状態について

本市の平成27年度から平成29年度までの3年間の財政状態は「別表2比較

貸借対照表」のとおりである,,

当年度末の総資産は22,632,055,288円、負債は18,022,504,078円、資本は

4,609,551,210円である。

企業債については、新規借入額はl151,100,ooo円で、償還金は626,527,675円であ

り、年度末残高は8,409,510,844円どなっている。

資本的収支については、収入634,190,940円、支出1,353,139,036円で、差引き

718,948,096円の不足となっている,.,この不足額は、損益勘定留保資金などで補て

んされている。資本的収支は、次頁の表のとおりである。

一17-



資本的収支の状況 (弔位:円)
-

平成27年度 1
1,061,614,4・10

1
1,798,383,1615 l一※ゞ「成29年度σ)資本的収入の不足額は、s.l3r年度分損益勘定留保資金585,337,91711L各隼度分一

消費税及び地方消費税資4く的収支調整額36、443,;)02円、減債積立金97,166,877円で補てんされた。

次に、当年度におけるキャッシュ・フ口一の状況は、「別表3」のとおりである,,

キャッシュ・フロー訃算書とは、一年度の会計期間において資金の増減の流れを

見るための一覧表で、["業務活動」[投資活動」 「財務活動」という3つの資全活

動に分煩して、ぞれぞれの活動におげろ資金調達の源泉や資金の使途を明確にする

ことにより、企業の資金獲得能力や支払能力を見るためのものである。

下水道事業の財政状態の良否を示す財務比率を算出すると、下表のとおりである。

-
-

平成29手度

-
-

平成28手度

82.95 78.27

59.O7

固定資産対長期資本比率(%) 101. 1引
-ー

自己資本構成比率(%) 59682

101.10

-

平成27年度

81.43

59、73

101.05
1
I

流動比率は、1年以内に返済期限が到来ずる債務に対する支払い能力を示ず指標

である。財務の長期健全性を示ず自己資本構成比率は、総資本の中に占める自已資

本の割合を示すもので、比率が高いほど良いとされ,ている。また、固定資産対長期

資本比率は、固定資産が長期の安定した資本によって賄われているかどうかをみる.

指標であり、これが100%を超えるこどは、固定資産の一・部が一時借入金等而流動

負債によ一)て調達されている二どを意味する。本壱の場合、100%を超えているこ

とから、今後の動向に注意が必要である.,

川8-

区 分 平成29隼度 L 平成28午度

1 624 052 340
) )

1 375829599

634 190 940

1 353 139 036

資本的収入

資本的支出



3 建設改良事業について

建設改良事業には、726,611,361円が投じられた,..これは、雨水及び汚水の管渠

築造工事等を実施し、管網未整備地域の整備を図ったものである,1,これにより、平

成29年度末現在の処理区域面積は1,193.4haでl)li午度より7.211a増加した。,

4 むずび

平成29年度の下水道事業の経営指標では、年度末処理区域而積は前年度より

0.6%の増加、水洗化人口は前年,度より1.8(},′1,、の増加どなっており、水洗化率は89.2%

で前隼度より0.9ポイントの増加とな一・)ていろ,,.

今後の下水道事業を展望ずると、下イ(道未整備地区の整備推進、管路やポンプ

場施設の更新・耐震化、浸水対策としての雨水整備の促進、大規[摸災害・への備え

となる内部留保資金の確保等多額の資金が必要となろ,, 「投資j 「リスク」 「経

営」のバランスを図りながら、「水道を運営ずる戦略を検討されたい。

総じて、「水道事業においては、47.成29年度の使用料改定により他会計からの

補助金をなくし,、公営企業として独立採算による事業運営となったが、今後も経営

の効率化に努め、引き続き健全経営に努力されることを望むものである,、

一-19 --
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別表2

1

借 お

-22-

区 分

1斗 ]1

平成29年度

構

成

比

対酊1年
度比

対而年度

差引額
金 額

構
成

比

金 額金 額

資

産

σ)

部

固 定 資 産 21,496,l43,12- 95,( 98,二 Q. 3!l:3,645,98al 21,889,789,1.0ε 96.ニ 22134:3,272,141

98.:= ffi.146,342113臼 20,296.679,91シ 89.シ 20,723.109,81'i8有形固定資産 19,9!i0, 337,07ε 83.:

ヒ地 204,:310,79( 0,よ 100 〔

)

2o4,310,-/9C 0.9 204,310,790 0.9

0,9建物 155,058,26シ 047 91,(j △1・1,272,542 169,330,8(al 0,7 2l8,031,379

構築物 17,427,04!),19'i 77.( 98.3 △292,599、951 17,719,649,l48. 77.9 17,898,734,040 76.6

9,9

0.0

0,3

6,9

6,9

0.0

0.0

4.3

2,3

機械及び装置 2,147,993,714 9,5 97,8 △4′7.;528,313 2,195,522,027 9.7 2,322,876,351

1二具器具

及び備品
367,115 0.C 8241 △80,028 447,lll3 0,0 5,085

建設仮勘定 1s,55s,ooe 0,1 209.7 8,i3s,ooo 7,420,000 0,0 79,152、223

無形固定資産 1,544,886,046 6.E 97.0 △47,303,150 1,592,189,196 7,0 ],619,242,273

施設利用権 1,544,886,046 648 9′7.0 乙47,:303,150 1,592,189,]9('i 7.0 1,619,242,273

投資 920000 0.O l00 0 920,000 0.0 920000

出資金 920,000 0,0 100 0 920o00 0.O 920,000

流 動 資 産 ゛1,135,912,164 5,0 131.!1 274,879,093 861,03:3,071 3.8 1,015、567,078

現金預金 801,450,645 ;3.5 117.9 121,637,655 679,812,990 3.0 542,753,297

未収金 200,080,519 0.9 155.0 71,022,438 129,058,081 0.6 453,787,381 1.9

貯蔵品 s,4gi,ooo 0.0 167.4 :3,419,000 5,072,000 0.0 5,606,400 0.0

そQ)他流動資産 125,890,000 0.6 267.3 78,800,000 47,090,000 0.2 13,420,000 0.1

資産合剖 22,632,055,288 100 99,5 △118,766,891 22,750,822,179 100 23,358,839,219 100



対 照 表

(弔(ゞLご円・′長,)

男

1

1

貸

?-23--

・;? l'i'iと 2 9 ]二 度 平h'Yt..l 8年度 平:成27÷トー奮

金 額 口ド 金額

構

成

比

金 額

構

j2兄

比

負

債

の

部

固 定 負 債 7,8!)4.45t'.450 ;34.9 982 △loi'i,113,:):→・; 8,041.569.84・1 35,3 8,160.:197,5)!) :べ4,9

企業債 7,811,2!17.45C :44.5 1}8ニ △ ト}7,11:1.3!jol 7,95S.410,8i4 35.0 8,077,238,519 346

引当金 83,159,000 0.・l 1(10 0

0

:!i!l.208it);;lt

83,li'i9,00(1 0.4 83,l!i!l,0(][i 0・l

退職給付引j±j金 8:.1,.1:i!),000 {).71 10(i B:2,lへ!i,000 O4・1 83,159,00( 0.71

流 動 負 債 1,36!),31:1,859 6,: ll4・i.:'1 1、100,H)=l,!)07 4.8 1,247,178,:!8!i 5,:1

企業債 . 598,213,:394. 2、6 1)5.;・ 、ニa 2H,311.'!81

23l,581i,!;';'.'!

626,527,675 2.8 632,750,715

未払金 727,109.836 :}2 164,:) 44:!.{i2al,264 1.9 606,279,827 2、6

引当金 6,Ci8.'!,O(i(1 0、0 11(}・1 ;71.(1(ill 5,'ill,i〕O0 0.0 (i,171.1)O(1 (Ⅱ)

賞与引当金 6,082,000 0,0 1](1、1 571,000 5、511,000 0.0 6,171,00(} (L0

その他流動負債 37,908,七129 ()4二2 l・18」 ij,3iiFi,(ii"il 25、541,968 0.1 1,!)76,7i'i;' 0,O

繰 延 収 益 8,758,7ス3,769 381 シ)61

9(i.1

iこで,1ふ:コI.225.i86 9,105),958,955 40,0 !)l.i3(ifi8(i,t'i(!二 40.S

r:>.:'=r'】l,:!25,i8ti [i,1.(1!),!tS8,955 4['l.0 !),536.68(i,ii02 40'1長期前受金 8,758.'7:'l:i'7(i9 '.{8.'r

lt1.4 ミ1ト、1 .1), li 二 .5,Cl1.Q ・1 二lこ

△:l,."'i07,Fi0!{

]],;1こ5.j41),(10)'i 14.(5 3,・i6),82!l.l71 二・18国庫捕助金 3,263,949。5(iti

58,・ト15,190 0.3 62,48l,809 0.:号県補助金 55,137,381 02 94.:1

一般会訃負担金 2.564.02['i,!'i66 11.:1 ':hi3 .、て二j,%l(\8034,430 2,690,061,396 11,8 2、826、509、03,う 12.1

受益者負担金 597,683,336 2、6 10:.7 9,798,、105 587,884,931 2.6 565,822.267 =,為1

lO,l 93,: Zこ:70,O'.)(1,'i]0 2,448,0:!6,['i30 ±0,3 2,611)50・11),297 112ぞの{也 2,こ77,936,520

資

本

の

部

資 木 金 4,ioo,o:i6.o25 18,1

1H21

101,ε 63,7二7,666 4,036,3:8,:359 17.7 4,036,313.35}] 二1′.3

101.6 63,717,666 4,036,318,359 17.7 4,036,318.359 17、3占己資本金 4.100,036,O:'?.5

剰 余 金 50!'1,515,185 2,:} 1;(1.1 46,645,071 462.870,li4 2.0 378,258,45(: 1、6

資本剰余金 2!n,412,540 1,3 101) 0 291、,412,540 1.3 291,4王2,5.40 1.2

受贈財産評価額 107,06i.0(10. 0,5 二〇〇 0 107.061,000 0.5 107,06.',(lOC 0,5

・股会計補助企 6,864,103 0,0 100 0 6,864,403 0.0 (i,864.40:1 0,0

10(1 0 l??ARl,137 0.8 177,487,137 0.8-般会計負担金 l77,487.i37 0.8

利益剰余金 218,102,645 1,0 127、2 41i,6:15,07! 17{,457,.i'?4. 0.8 86,845.910 0.4

減債積立金 1(1,ij7a.{,03l 0.0 l2.3 △75,098,78・1 85,(171,815 0,4 149,389,48〕 〔146

当年度末処分利益
剰余金

207,52!].til4 0,9 241.!) i:'!'.i.74:i8.'ili 85,785,759 0.4

当隼度未処理欠損金 △62,543.571 △(13

負債・資本合計 22,632,055,288 100 99,5 △11只,766,891 22,750,822,179 100 2:i358,839,21Q 100



別表3

比較キャッシュ・フロー計算書

l

l
l
1

l
1

-

(単位:円)
ー -

一24-

対前隼度差引額
. 町1-――」. 1」 ■―- 111 1

1 業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益

減価償却費

固定資産除却費

利息及び配当金の受取額

支払利息

未収金の増減額

未払金の増減額

その他流動資産の増減額

110:362 7:3?

1,070,041,243

25751073

△64787 154

212962

A5,204

△9,138,256

△59:3

175,908,583

△71 316[)68

284585572

△7s,soo,ooo

12:366661

△17,480,001

△396,506,572

448,:341,135

△45,130,000

△11,198,560その他流動負債の増減額

貯蔵品の増減額 △3=.il900o △3,953,400

貸倒引当金の増減額 29:3,630 754834.

賞与引当金の増減額

長期前受金戻入額

571 000 1,231,000

△498476126 44,603,861

小計 1,OO2,325,990 △27,512,633

利息及び配当金の受取額 5,204. 593 4611

支払利息 △175908583 17,480,001 △193,388,584

836,454,650業務活動によるキャッシュ・フロー 826,422,611 △10,032,039

2投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △627,248,032 △5,833,879 △621,414,153

△69282429無形固定資産の取得による支出 △49:360189 19,922,240

他会計負担金・I.事負担金に」;る収入 147,250,940 30,898,600 116,352,340

△574,344,242投資活動によるキャッシュ・フロー △529,357,281 1 44986961

3財務活動によるキャッシュ・フロー

507,70(:,000

△632,750,715

企業債による収入 451,100,000 △56600000

企業債の償還による支出 △626,527,675 6,223,040

財務活動によるキャッシュ・フロー △175427675 △50376960 △125,050,715

4資金増加額(又は減少額) 121,637,655 △15,422,038 137,059,693

5資金期首残高 679,812,990 137,059,693 542,752,297

6資金期末残高 801450645 121,637,655
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